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平成26年度 第1回ＣＣＣ政治学グループ運営委員会 議事概要 

 
Ⅰ．日 時：平成26年6月6日（金）１７：３０～１９：３０ 

Ⅱ．場 所：私立大学情報教育協会 事務局 会議室 

Ⅲ．出席者：平野委員 川島委員 名取委員 

（事務局）井端事務局長 森下 

Ⅳ．資料 
   資料①   平成２５年度ＣＣＣ政治学グループ運営委員会の活動計画 

   資料②－１ 政治学教育における教育改善モデルについてアンケートの内容 

 資料②－２ 政治学教育における教育改善モデルについてアンケート集計結果 

参考１   学士課程教育の現状と課題に関するアンケート調査（平成25年8月中央教育審議会資料） 

参考２   これからの大学教育等の在り方について（平成25年5月教育再生実行会議第三次提言資料） 

参考３   教育振興基本計画（平成25年6月閣議決定資料） 

参考４   学びの革命世界が舞台（新聞情報） 

参考５   誰でも無料ネット講義（新聞情報） 

参考６   大学の卒業認定厳しく（新聞情報） 

参考７   高等学校教育と大学教育との接続・大学入学者選抜の在り方について 

(平成25年10月教育再生実行会議第四次提言資料) 

参考８   教授会の権限、4項目に（新聞情報） 

参考９   授業に「タブレット革命」（新聞情報） 

参考    Future Skills Project 研究活動報告 

その他   平成26年度委員名簿、平成26年度公益社団法人私立大学情報教育協会事業計画書 
 
Ⅴ．議事内容 

１. 名簿等の確認 

 ・議事に先立ち、平成26年度委員名簿、および平成26年度公益社団法人私立大学情報教育協会事業計画書

の確認を行った。 

・政治学グループ運営委員会活動計画の確認を行った。 

・対話集会に関する検討事項の事務局メモの確認を行った。 

・対話集会実施に向けた検討事項について事務局メモの確認を行った。 

・各種参考資料を確認した。 

・前回議事録を確認した。 

 

２．26年度委員会活動の進め方 

（1）能動的学習実現に向けた効果的な取り組み方策の研究 

・対話集会について川島委員が実践を試みようとしたが断念 

・本委員会で、アクティブリサーチというプログラムを実施するのか、対話集会を実施するのかを検討した

結果、対話集会を実施することとなった。 

・26年度の委員会では、3回目の委員会において対話集会を実施することを想定し、準備を進めることが確

認された。 

・対話集会では、主にアクティブラーニングの実施に関するディスカッションを行うことが確認された。 

 ・他の委員会においては、アクティブラーニングを「知識を活用する」ために行うこととしており、グルー

プ学習を座学でも行うことが提起されていることを確認した。 

 ・参考資料２の長崎大学の取り組みについて詳細に検討した。 
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（2）能動学習の実践事例収集と意見交換の対話集会の進め方について 

 ・対話集会では、実践事例を中心としながら議論を深めていくことを確認した。 

 ・TAの役割について検討し、授業中だけでなく授業後にも学生をサポートすることの重要性が確認された。 

 ・政治学でアクティブラーニングをしている先生を探す必要を確認した。 

 ・対話集会のスケジュールは、現時点では未定とした。 

 

３．対話集会の進め方について 

 ・政治学におけるアクティブラーニングについて検討し、以下のような課題をあることを確認した。 

・「政治学」にこだわるとアクティブラーニングは難しい。政治学の理論については、比較的緩やか 

に捉えさせた方が望ましい 

・模擬国連ほどの（事前）勉強量を確保できるかどうか。 

  ・市民として、よりよい社会を作るために政治学が必要であることを学べるか。 

・どこをどこまで任せるのか？を学ぶ学問であることを理解させられるか。 

・市民教育に結び付くようなアクティブラーニングが実施できるか。 

・法律学分野が作成した「法務と経営」のビデオのようなものを政治学でも作れるか。 

・政治学（教養）と政治が乖離しつつある点を考慮に入れるべき。 

・政治のアクティブラーニングとして、政治家インターンシップも視野に入れるべきか。 

・アジェンダ依存するのではなく、政治学理論の使い方から出発してアジェンダを設定すべき 

・なぜ問題であるかを説明しなければならないようなアジェンダは適切でははい。 

・（政治）権力という観点からのラーニングは必要である。 

・アクティブラーニングの実施に有効なアジェンダ（テーマ）を考える必要がある 

 

４．その他 
 ・対話集会を実施する際に「誰が」報告するかを決定する。 

 ・社会学分野で採用している公募制をとりいれるべきか引きつづき検討する。 

・川島先生に、問題提起者として事例報告をお願いする可能性を残しておく。 

 

５．次回の委員会について 

   日時：平成26年7月30日（水）１７：００～１９：００ 

場所：私立大学情報教育協会 事務局 会議室 


